
幌延町交流拠点整備に向けた計画策定フロー

H27（2015）10月 『幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略』策定 基本目標 まちへ新しい人の流れをつくる
～町への新たな導線を確立するため、観光・防災・レジャー等の機能を併せ持った複合施設整備に向けた構想の具体化を進め、交流人口の増加を図る～

H28（2016）年度 『幌延町地域振興（観光）計画』策定 総合戦略に掲げた基本目標『まちへ新しい人の流れをつくる』のため、観光振興をキーワードに、産
業振興やまちの賑わいづくりの指針となる『幌延町地域振興（観光）計画』を策定。
～戦略8 幌延町と宗谷地域における交通・交流の要所となる拠点の整備～

H29（2017）年度 『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』策定 『幌延町地域振興（観光）計画』に基づいた⽅策を展開するため、具体的取組みを

記載した『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』を策定。
～幌延町まち・ひと・しごと創生会議、ワークショップ等で、拠点の具体的な機能について検討し、立地条件や具体的な機能やサービス、課題について抽出～

H30（2018）年度 『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』検討 『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』による取組を推進。
～幌延町まち・ひと・しごと創生会議において、必要なまちの拠点について、まちなか案・まちそと案により検討・整理～

H31 （2019）年度 『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』検討 『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』による取組を推進。
～幌延町まち・ひと・しごと創生会議において、高齢者及び子どもの交流や生活の拠点としての機能を備え、町民の利便性向上に資する機能を重視した「まち
なか案」の方が立地効果が高いと方向付け～

『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』検討 コロナ禍により幌延町まち・ひと・しごと創生会議が開催できない中、公衆浴場等の
公共施設における町行政上の課題を踏まえ、それら機能を包括したまちの拠点の「まちなか」立地に向けて、庁内での横断的な検討及び町民
アンケートによる町民ニーズを把握。

R2～3（2020-21）
年度

R4（2022）年度 『幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン』検討 前年度までの検討に加え、公衆浴場等の更新を要する公共施設等との複合的機
能を備え、住民生活の利便性向上につながる機能・サービスを重視した上で、町の課題解消に資する多世代・地域の交流拠点を「まちなか」に
整備する方向性を決定。（R5.2.28まちづくり常任委員会で報告）

R5（2023）年度 幌延町交流拠点基本構想 交流拠点について、必要性の合意形成を踏まえ、実現に向けて規模・機能・施設内容・事業費等の設計与件
（設計に向けての条件）とともに、施設に複合させる周辺施設の計画等をまとめる。

R6（2024）年度 幌延町交流拠点基本計画 基本構想で検討した設計条件を整理し、建物の配置や平面計画、空間の構成、建築物として必要とされる機
能・性能を検討し、大まかな建物のボリューム、グレードや予算等を把握する。また設計や工事の工程を検討する。

R7（2025）年度 幌延町交流拠点実施設計 施工するために必要な図面をつくる段階。基本設計でつくられた図面のほか、さらに各部の詳細図、展開図、
建具表、仕様書、構造図、設計図などを検討する。

R8～9（2026-27）
年度

工事

R10（2028）年度 幌延町交流拠点 オープン（予定）
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分類

令和5年
2023年

令和6年
2024年

10 11 12 1 2 3

幌延町
まち・ひと・しごと
創生会議

基本構想

その他

幌延町まち・ひと・しごと創生会議

ご意見を
反映

視察を踏
まえ反映

案の作成

ご意見を
反映

まちの拠点の
他地域取り組
み事例の視察

【第１回】
今年度のスケジュール等
を確認の上、基本構想た
たき台を説明し、ご意見
をお聞きする。

【第２回】
第1回会議、視察を踏ま
え修正した基本構想案を
ご説明し、成案に向けて
ご意見をお聞きする。

成案の作成


